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オーガニック米市場調査結果概要

１ 消費者の食の特性

お米は「減農薬でなくてもよい」か「減農薬がよいか」の問い

に対して、30代以下は「減農薬でなくてもよい」と回答した割合

が高いのに対し、40代以上は「減農薬がよい」と回答した割合が

高かった。一方で「オーガニックでなくてもよい」か「オーガ

ニックがよい」の問いに対して、「オーガニックでなくてもよ

い」と回答した割合が高かったが、地域別に見ると東京都では

「オーガニックがよい」と回答した割合が京都府・大阪府より高

かった。また、年代別に差はなかった。

「新潟県産」のお米か「滋賀県産」のお米かの問いに対して、

「新潟県産」と回答した割合が高かったが、地域別に見ると京阪

神では「滋賀県産」と回答する割合が東京都より高かった。「滋

賀県産米」か「近江米」かに対して、「近江米」と回答する割合

が高い傾向が見られ、地域別にみると京阪神の方が高く、年代が

上がるほど、「近江米」と回答した。

２ 滋賀県の食のイメージ

最も多い回答は「わからない」であるが、上位（４～７番目）

に米関連（「近江米」、「米」、「みずかがみ」、「コシヒカ

リ」）の回答があった。

オーガニック近江米ブランド戦略を明確化するにあたり、オーガニック近江米に関する消費者意識を把握することを目的に、地域や農産物の

マーケティングを研究されている静岡県立大学 岩崎教授に委託して『オーガニック米市場調査』を実施した。

４ オーガニックのイメージ

オーガニックと聞いて思い浮かべるイメージで、最も多かった回

答は「わからない」であり、次いで「健康」,「安全」,「安心」が

続いた。

住居エリアとオーガニック志向等には統計的に有意な関係が認め

られ、「東京都」は「京阪神」よりオーガニック志向が高かった。

東京 京都・大阪

滋賀県のお米を

聞いたことがある 11.0% 52.2%

購入したことがある 7.8% 40.4%

食べたことがある 8.6% 43.2%

環境こだわり米を

聞いたことがある 4.2% 6.4%

購入したことがある 3.6% 4.2%

食べたことがある 3.6% 4.2%

東京都（500人）、京都府・大阪府（500人）の「20代」から「60代以上」までの女性で、半年以内に一度以上、自分で米を買ったこと

がある人を対象にWEBアンケート方式により令和３年８月に調査を実施した。

調査概要

調査結果

３ 滋賀県のお米の認知度等
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５ オーガニック近江米について

パッケージの写真を見た感想の中でキーワードとして多かった

のは、①「おいしそう」、②「体・身体・健康」、③「高そう」

であった。

オーガニック近江米の説明を聞いて購入したい、やや購入した

いと回答した割合は43.9％であった。また、オーガニック近江米

の購入意向に、地域差、年代差はなかった。

６ オーガニック近江米のターゲット分析

（１）特性分析

オーガニック近江米の購入意向が高い人ほど、

①「お米への支払許容額が大きい」、

②「コメの購入・食べる頻度が高い」、

③「価格ではなく、品質を重視」する特性があった。

また「観光時の夕食予算が高い」「グルメである」、

「日本料理が好き」、「スペイン料理が好き」と答えた。

（２）消費スタイル分析

米の消費に関する因子分析を行った結果、

①「有機・健康・安全性」、②「贈答・体験」、

③「米好き・品質志向」、④「無関心・低価格志向」

（※「無関心・低価格志向」には負の相関）の４因子が抽出さ

れた。

（３）重視する情報入手手段

オーガニック近江米を購入したい人々が重視する情報で最も

多かったのは「家族、友人、知人からの口コミ」で、

次いで「小売店の店頭情報」、「店員、販売員から得る情報」

が続いた。

調査結果

単語の相関図
（滋賀県産オーガニック近江米について感じたこと）

分析結果からの示唆 ―オーガニック近江米のブランド力強化のために―

① イメージの明確化 ：オーガニック近江らしさ（高級、高品質、健康、安心）の追求

② 量や価格より、質を追求 ：価格の安さを重視する人はターゲットではない

③ 体験を提供 ：生産者との交流、産地訪問

④ 高級食品スーパーとの連携 ：高級×スーパーマーケット

⑤ お米専門店、オーガニック専門店との連携：専門店による説明販売

⑥ 産直インターネット販売 ：産直×インターネット販売

⑦ 飲食店、ホテルとの連携 ：近江米との出会いの場を増やす

⑧ 店頭での情報発信 ：店頭用POP、味の「言える化」

⑨ クチコミの活用 ：載りやすいスローガン、分かりやすい特徴

⑩ ギフト需要の喚起 ：オーガニック近江米×ギフト
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第1期（H15.12～H19.３）
○基本方針 “人と農産物とびわ湖のいい関係づくり”

◆基本方針１ 自然環境と調和のとれた農業生産が滋賀県農業のスタンダードとなるように推進します。

①化学合成農薬と化学肥料の使用量の削減等、②農業排水（農業濁水）の改善、③資源循環機能の維持・増進、④担い手の確保

◆基本方針２ 環境こだわり農産物を滋賀ブランドとして確立します。

⑤生産の拡大、⑥生産情報の発信、⑦販路の拡大

◆基本方針３ 生産者と消費者を結ぶ食のグリーン購入を展開し、県民みんなが支える環境こだわり農業を確立します。

⑧消費者の理解の促進、⑨食のグリーン購入の拡大、⑩食育教育の推進

第２期（H1９.４～H２３.３）
○基本方針 “人と農産物とびわ湖のいい関係づくり”

◆基本方針１ 自然環境と調和のとれた農業生産が滋賀県農業のスタンダードとなるように推進します。

①化学合成農薬と化学肥料の使用量の削減等、②農業排水（農業濁水）の改善、③農業の多面的機能の発揮と資源循環機能の維持・増進、④担い手の確保

◆基本方針２ 環境こだわり農産物を滋賀ブランドとして確立します。

⑤生産の拡大、⑥生産情報の発信、⑦販路の拡大

◆基本方針３ 生産者と消費者まで、県民みんなが支える環境こだわり農業を確立します。

⑧消費者の理解の促進、⑨食のグリーン購入の拡大、⑩農からの食育の推進

第３期（H２３.４～H２８.３）
◆基本方針１ 環境こだわり農業のスタンダード化・定着化に向け、環境に配慮した技術の実践拡大を一層推進します。

①化学合成農薬と化学肥料の使用量の削減等、②農業排水（農業濁水）の改善、③地域資源循環の促進と生物多様性や地球温暖化防止への貢献

◆基本方針２ 滋賀の地域ブランド「環境こだわり農産物」の生産・流通を推進します。

⑤環境こだわり農産物の生産拡大、⑥環境こだわり農産物認証を基本とした、近江米の振興と特産物の育成、⑦より安全で安心な食の確保を推進

◆基本方針３ 環境こだわり農産物の積極利用に向け、県民が一体となった取組を推進します。

⑧消費者の理解促進、②事業者の取組推進、③食育等を通じた環境こだわり農産物の理解促進と利用拡大

第４期（H２８.４～H３１.３）
○こだわりがつなぐ農産物の人の和
◆基本方針１ 環境こだわり農業技術の普及と環境こだわり農産物の生産拡大を推進します。

①環境こだわり農産物の生産振興、②琵琶湖および周辺環境への負荷削減に向けた取組の推進、③生物多様性および地球温暖化防止に向けた取組の推進

◆基本方針２ 環境こだわり農産物の流通および販売を促進します。

⑤環境こだわり農産物の付加価値の向上、⑥環境こだわり農産物の販路の拡大、販売店の確保、⑦加工食品での環境こだわり農産物の利用促進

◆基本方針３ 環境こだわり農産物の積極的な利用を促進します。

⑧消費者へのPRと理解促進、②飲食店等における利用拡大、③環境こだわり農産物を用いた食育の推進

【参考】これまでの基本計画の内容
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